
2023 年度 第 5 回千葉県支部役員会 議事録 

  

日  時： 2023 年 8 月 19 日（土） 17：30～20：30  

場  所： 千葉市民活動支援センター会議室（千葉中央ツインビル 2号館 9 階）  

および Web 会議（Zoom 会議）のハイブリッド開催   

以下、役員会関係者は敬称を略す。  

  

出席状況確認（□出席、☒Web 出席、△欠席・委任状提出、■欠席）   

□熊田成人 支部長、☒相賀武英、☒秋田義一、☒石田佳子、△今住則之、□内田賢治、■

大柳規幸、☒岡部信也、□岡部政美、□川畑真一、☒木村敏宏、△櫛野 勝、 ☒小林 創、

☒志澤達司、☒竹田雅美、☒多田聡一、☒田中和明、☒西田 宏、☒福崎昌宏、☒松本洋一、

□向原文典、 □保田耕三、☒山本陽一  

（オブザーバー）☒小波盛佳、  

以上、計 22 名（出席 19 名、委任 3名）の幹事が出席し当会議は成立した。  

 

  

1.［議事録作成者・署名人］  

本会議の議事録作成者として竹田雅美幹事、議事録署名人には西田宏幹事、松本

洋一幹事が指名された。  

  

2.［前回議事録］（資料 A1）  

2023 年度 第 4 回千葉県支部役員会 議事録（案）は、若干の文言修正を行い原案

どおり承認された。  

  

3.[支部長報告事項]（熊田／資料 A2、A3、A4）  

1） 会議出席の実績及び予定等  

・7 月 10 日に青柳副市長を訪問し支部の活動状況説明と特別講演の打合せを

実施（熊田、進藤）。  

・7 月 17 日に、年次大会をハイプリッド方式で開催。 

・7 月 22 日の茨城県支部 10 周年記念式典は欠席したが祝電送付。 

・7 月 27 日の神奈川県支部年次大会に山本副支部長が参加。 

・7 月 29 日の埼玉県支部年次大会に山本副支部長が参加。 

2） 今後の予定    

・9 月 1 日に第 6 回関東甲信県支部防災連絡会に支部長出席予定。  

 ・10 月 27 日に第 6 回関東甲信地域県支部・建設部会意見交換会（岡部政

美）今回は欠席する。 



・情報管理責任者及び新 CPD 管理者等の見直しを実施中、変更など要望が

あれば 8/25 までに申し出のこと。 

  

4.[委員会活動状況]  

各委員会活動につき、下記の通り報告があり承認された。  

 1）総務委員会  

[報告事項］（内田／資料 B1、B2） 

1-1)年次大会の振り返り及び次年度の開催計画 

・年次大会の振り返りとして以下の事項が挙げられた。 

① 年次大会での発表者に対し、PC 操作の事前リハーサルを行うようにする。 

② 賛助会員には発言の場を設けた方が良い。  

③ 特別講演講師には、飲み物を準備する。  

④ 交流会会費は 5000 円以内にする。 

⑤ 会場準備スタッフのオープニング、クロージング打ち合わせの場を設ける。 

⑥ 全体を把握、指示を行う人を設ける。 

・上記事項の④交流会会費を 5000 円以内にすることについて議論された。いず

れにしろ不足分は県支部から支出される。 

・年次大会の開催日について、石田幹事から、例年 7 月第 3 週月曜日（海の日）

に開催されているが、連休中の開催は若い人が敬遠するので、避けてはどう

かとの意見が出された。来年度の開催日をいつにするか議論の余地があるが、

来年 7月 15 日（海の日）にホテルポートプラザちばを仮予約する。総務委員

会では、ホテルキャンセル料がかからない期間内に開催日、及び交流会の費

用削減を考慮に入れた開催場所の代案を比較検討し、適時に役員会に報告す

ることとした。 

1-2)会員交流会開催について 

・アンケートに基づいて、会員相互の親睦を図ることを目的にテスト的に交流

会を開催する。9 月 30 日（土）16 時から、会場はシルクロード（予約済）、

先着 30 名に限定して行う。会費は 3000 円。  

（進め方） 初めの席はくじ引きで指定し、その後は 30 分くらいで席を相互に

交代するなど。 

・同報メールを 8月 14 日に送信した。参加登録は web で行い集計する。締め切

りは9月23日の予定。30名を超えて申し込まれた方にはお断りのメールを送

信する。 8 月 18 日現在の申込者数：15 名  

・交流会の主催者側の出席者（各委員長等）については、総務委員会から対象

者に連絡されるとのこと。 

1-3)今後の役員会開催について 



・5 月からハイブリッドで開催してきたが会場出席者が少ないことから、今後

は Zoom 会議に戻し、3，4 か月に１度程度で対面での会議を行うようにする

ことが提案された（Zoom 会議：9 月、10 月、11 月、1 月、2月  

ハイブリッド会議：12月、3月）。この提案に対して、2か月に1回は対面で

の会議を望む声もあり結論持ち越し。当座の来月（9 月）は Zoom 会議を予定

する。 

 

2）企画委員会  

[報告事項]  （向原/資料 C1）  

・9 月 2 日(第 125 回）防災講演会（千葉県弁護士会館）防災委員会枠   

「被災時の健康について考える」  

（１）避難生活者の生命、健康、尊厳を守る 石井美恵子氏 （国際医療福祉

大学大学院 災害医療分野教授）  

（２）（仮）「食と栄養による減災活動～災害関連死を防ぐ～」斎藤由里子氏 

公益財団法人味の素ファンデーション 

・ 10 月 21 日(第 126 回）専門知識向上講演会（リモート）「ChatGPT など生

成 AI の技術文書・技術発想への利用  

－有用性と倫理上の問題を含めて－」 小波盛佳氏(鹿児島大学非常勤講師、

（公社）日本創造学会研究倫理委員 

・12 月 16 日(第 128 回）専門知識向上講演会（千葉市文化センター会議室＋リ

モート）「連想情報学と生成 AI：デジタルアーカイブの生かし方」高野明彦

氏（国立情報学研究所 名誉教授）矢野さんの紹介 

・3 月 2 日(第 131 回）専門知識向上講演会（リアルかハイブリッド）「パワー

エレクトロニクス回路設計と今後の展望 -技術大国日本、今後の展望-」  

山村英穂氏（山村アナログ研究所代表、日立アカデミー講師、アルティメイト

テクノロジィズ主席技術顧問） 今住さんの紹介 

 

3）広報委員会  

[報告事項]  （小林/資料なし） 

・県支部リーフレットの更新を目的に、現在表紙の図案について検討を進めて

いる。表紙の図案として、千葉県地域のシンボル的な写真を入れたもの、技

術革新をシンボリックにデザインしたものなどが紹介された。出席者からチ

ーバくんのキャラクターを借用して注目度を上げるようにしてはどうか、Ｓ

ＤＧｓを取り入れた図案にしてはどうか等提案された。今後の進め方とし

て、広報委員会の中で、まずリーフレットの使用目的等の大枠を定め、その

方向に従って表紙図案を決めていくことになった。  



 

4）産学官連携委員会  

[報告事項]  （岡部信也/資料 E1、E2、E3） 

・相賀氏が産学官連携委員会に入会。 

・木更津高専関係：島崎教授とメール。後期のキャリア教育で特別授業も相談

受（岡部）。 ⇒7/18 に訪問し、手始めに相賀氏の出前講座を 12/15 頃に実

施予定（相賀）。 

・ソーラークッカー講演・体験会の案内チラシ及び第 7回東葛エリアソーラー

クッカー大会の案内チラシの紹介 

 

5）企業支援委員会  

[報告事項]  （向原、竹田/資料なし） 

特になし 

 

6）防災委員会  

[報告事項]  （岡部政美、秋田/資料 G、G1、G2、G3） 

・9 月 2 日防災講演会関連 

① 弁護士会との打合せ（7月 5 日）：主題「災害関連死をいかに防ぐか」 

② 石井美恵子先生打合せ（7 月 14 日） 

③ 斎藤由里子先生について：味の素ファンデーション、永田弁護士より依頼 

④ 収支予算書（県支部分の講師名、予算を明記）を山本氏に提出のこと 

以上説明により、9 月 2日の防災講演会概要と予算案は承認された。 

     ・秋田氏から関東大震災から 100 年を経た最近の話題報告：①全国の病院の 4

割が浸水想定区域にある②内水氾濫の目安として 1 時間雨量 50mm 対応から

75mm 対応が必要③荒川の水位について、浸水時 1 階の天井より高い水位にな

る。 

  ・「第 15 回ふなばし市民活動フェア」に関する報告 

 7）科学教育支援委員会  

[報告事項]  （西田/資料 H0） 

・10 月７日、８日、千葉市科学フェスタ 2023 のメインイベントに出展する。

①「回すと光が点滅する LED コマを作ろう」 ブース 主管今住、京葉工業

高校コラボ（千葉市科学フェスタ初の出展）②～⑧まで合計 8 件の出展を予

定。 



・7/24(月) am に個別校出前講座として、 八千代松陰中学科学部夏期教室 

「メロディーの小箱工作」を実施（対面実習者 23 名）／三井宣夫、同行川

畑,西田。 

・8/22(火) am に、 八千代松陰中学科学部夏期教室 「風力発電」対面実習

（招聘成神奈川県支部成川康則氏）。県支部間連携による他県支部公式組織の

出前は初めての試み。今後、その他 6 テーマの出前講座を予定している。 

・9/30(土)第 17 回高校生理科研究発表会＠千葉大学 審査委員の技術士会初

参加の予定。千葉県支部 4 名(山本,松井氏,泉舘氏,西田)が委嘱受託返信済み

でプログラム案内待ち。 

8）技術者教育支援委員会  

[報告事項]  （小波/資料 J） 

・9 月 17 日小林創先生（広報委員長）（確定）海洋調査に求められる監理 

(公財)海洋生物環境研究所主幹研究員 

・10 月 15 日小澤明夫先生 「技術者倫理をどの様に学ぶか」 

・1 月 20 日前野隆司先生（確定）「技術者倫理と幸福学」 元キヤノン（ロボ

ット開発）、幸福学の第一人者 

・2 月 18 日川畑真一先生「（仮）鉄道に関するフェイルセーフ？」 

 次回の役員会は、9 月 16 日（土）17 時 30 分から Zoom にて開催する。  

以 上  

  

［添付資料］  

（資料 A1）第 4 回役員会議事録（案）  

（資料 A2）230819 役員会支部長報告  

（資料 A3）神奈川県・埼玉県支部年次大会報告  

（資料 A4）220420 千葉県支部情報管理者等登録者 一覧 

（資料 B1）230807 総務委員会報告  

（資料 B2）230718 年次大会の振り返り  

（資料 C1）企画委員会 23 年度ＣＰＤ予実績  

（資料 E1）令和 5 年度第 4 回産学官議事録（案）0715 

（資料 E2）おん防うらやすイベント（ちらし案）20231001 



（資料 E3）2023 高大連携企画東葛エリアポスター【配布用】 

（資料 G） 防災支援委員会議事録 20230722 

（資料 G1） 防災支援委員会 230902 千葉市後援申請 

（資料 G2） 防災支援委員会 230902 防災講演会 収支予算書 

（資料 G3） 防災支援委員会チラシ（一般向け） 

（資料 H0） 230819 第 5 回役員会_科学教育支援委員会活動報告  

（資料 J）  20230917 技術者教育支援委員会議事予定  

  

議事録作成者 竹田雅美  

議事録署名人  熊田成人 

議事録署名人  西田宏 

議事録署名人  松本洋一 

  

 


